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授乳婦の骨密度に及ぼす授乳とライフスタイルの影響

米山 京子 池田 順子 永田 久紀

　1994年7月および10月に，牛乳をまったく摂取せず長期間授乳している場合を含む出産後6-590日，年齢

21-42歳の授乳婦131人を対象に超音波骨密度測定装置による踵骨の骨密度を測定し，授乳期間，母乳分泌の

良否，母乳中カルシウム濃度，出産回数および各種食品，嗜好品の摂取頻度，1日の牛乳摂取量，カルシウ

ム剤の摂取有無，成長期と妊娠期の牛乳摂取歴，運動歴などの生活習慣との関連を検討した。その結果，

　1.　骨密度指標であるSTIFFNESSの平均値，標準偏差は79.8，11.9で，STIFFNESS 70以下の者が25％存

在した。

　2.　重回帰分析の結果，年齢，体重を考慮して骨密度に有意に影響する要因は，授乳期間と牛乳摂取量で

あった（いずれもp＜0.05）。

　3.　骨密度と授乳期間との関係は牛乳摂取量により異なった。牛乳摂取量が100 ml以上の場合には骨密度

は授乳期間が長い程低く授乳による影響が示唆された。牛乳摂取量が100 ml未満の場合には骨密度は授乳

期間が短い場合にも低く，授乳期間が長い場合さらに低くはなかったことから，骨密度が一定以下にならな

いように骨組織の保護機構が働くことが推測された。

　4.　骨密度と牛乳摂取量との関係は授乳期間が150日未満の場合に明らかで牛乳摂取量が多い程骨密度は

高かった（r＝0.44，p＜0.01）。

　5.　種々の食品，嗜好品の中で摂取頻度と骨密度との関連が認められたのは乳．乳製品のみであった。

　6.　現在の牛乳摂取量がかなり少ない場合，成長期および妊娠期の牛乳摂取と骨密度との関連はみられ

ず，授乳中には授乳期の牛乳摂取が重要であるといえる。
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